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1． 序 

BEST プログラムは 2008 年 3 月に first-version

（BEST0803）を発表しその後 version up を繰り返し、

2014 年 3 月現在 BEST1307 を最新のものとしている。最

近は academic-user に対して無償公開していることもあり

利用者の多様化、増大の傾向にある。毎年講習会を開催

して利用者の支援を行うと共に多様な質問にも回答を与

えている。そのことにより BEST の新しい方向性も見え

てきている。本報はこの一年の開発状況と新機能につい

て述べる。 

2．BEST 専門版・行政支援版の進展 

 BEST は大別して、設計用（申請用）として平成 25 年

省エネ基準ツール、簡易評価法として簡易版、研究開発

用として専門版の三種がある。それらは目的に応じて使

い分けられている。この一年の開発内容を表 1 に示す。

今年は平成 25 年省エネ基準が 2014 年 4 月から施行され

ることもあり平成 25年省エネ基準ツールの開発と充実が

最大事であった。 

3．エンジンの機能拡張例 

 ダブルスキンの計算機能が追加され、自然換気の調整

法もいくつか選択できるようになった。図 1 は、建築の

入力データ構成の概略を示したものである。ダブルスキ

ンと外部日除けはどちらか選択して設定する。各ゾーン

の窓、壁は、予め設定したダブルスキン仕様を指定す

る。ダブルスキンの自然換気は、換気開口率の年間スケ

ジュール設定のほか、ダブルスキン最上層の空気温度に

応じた調整法も選択できる。新計算法による AFW は、

窓排気を空調機に戻す場合も計算可能であり、排気回収

率を入力する。 

4．結 

 BEST は EnergyPlus の開発から約 10 年遅れてスタート

したが、同様の version up の繰り返しや利用目的に応じ

た UI の種類分けを行ったことになる。今後は EnergyPlus

同様、third party による BEST の拡大利用が望まれる。 

表表表表 1111        BESTBESTBESTBEST の開発状況（過去の開発状況（過去の開発状況（過去の開発状況（過去 1111 年間）年間）年間）年間）    

項目 開発・ユーザ支援内容

行政支援

ツール

①計算法・プログラムの開発：冷暖フリーパッケージ、空調CO
2

制御、蓄電池、調光の発光効率と器具効率の違い反映、EXCEL入

出力・分割合成機能、計算結果の外部出力機能の充実、照合IDによる申請書類チェック機能と届出書整備、窓・庇の画面表示

機能の改良、基準仕様の検討、プログラムテストと修正、簡易入力の検討、BEST-PAL

＊

計算の整備　②解説書：技術解説書（操

作編及び理論編）の整備とホームページへの掲載　③検証：建研簡易計算ツールと比較　CASBEE用のテストや感度分析、BEST-

PAL*計算の試算　④普及・サポート：行政向け講習会の実施、申請窓口への説明、シンポジウム開催　⑤実績：申請実績4件

気象

①データ整備：2001～2005年の実在年気象データの整備・公開　②プログラム改良：2001年以降の実在年データの読込み機能追

加、EPWデータの読込み修正　③今後の予定：30年データからの標準年作成と2001～2010年データから標準年作成

建築

①プログラム機能拡充：ダブルスキン単独自然換気計算の機能追加、内壁計算に隣室側温度の時刻変動スケジュール入力を追

加、ブラインド内蔵窓のデータベース拡充　②妥当性・有用性確認：放射パネル併用空調室の計算値と実測値との照合、ダブル

スキン、AFWをもつオフィスの冷房負荷解析、建物ファサードの環境性能比較、各種照明制御の感度解析　③建築モデリング法

の検討：非空調隣室の拡張外壁置換法の提案　④例題解説書の改訂：オフィス基準階2ゾーンモデルを対象とする例題に大改訂、

⑤HPの改訂：窓、壁の新データベースの内容公開、Q&Aの大改訂

空調

①プログラム機能拡充：アースチューブ、アースパイプ、CO
2

濃度による外気導入制御の計算機能追加、放射パネルのモデル化と

簡易モジュール作成、スケジュール設定の機能追加、デシカント空調機への表データ読込による機器特性計算機能追加、ソー

スコードの軽量化　②実施例調査：アースピット・放射空調の実施例、放射パネルの技術資料の調査　③マニュアル・講習会テキ

スト・HPの改訂：制御マニュアルの新規作成、講習会テキスト改訂、Q&Aの改訂　④検証：熱源・ポンプ台数制御、PID制御、各

種熱源機器、バイパス付き配管分岐、熱媒(水)、デシカント空調関連モジュールの検証と改良

衛生

①プログラム機能拡充：各用途別給湯負荷パターンの反映、一管式給湯システム（電気温水器、瞬間湯沸器等）の計算機能、給

湯使用量の集計機能、太陽熱・CGSの給湯予熱利用との連成機能の追加　②検証・改良：基準計算における給湯システムの見直

し、入力値が能力不足の場合の警告メッセージに表示　③解説書：講習会用解説の改訂

機器

特性

①プログラム化支援：テストツールを用いた検証、放射空調システムの機器特性整理　②詳細特性調査：起動および停止時等の動

特性のヒアリング項目整理、機器劣化の効率への影響、機器待機電力についての文献調査、ヒアリング　③機器特性解析：低負

荷域の機器特性の感度解析　④新機器の特性調査：ダブルバンドルチラー、GHPチラーの特性整理、水熱源ヒートポンプ・吸収

式冷凍機・ヒーティングタワーのヒアリング、ルームエアコン・FF式暖房機の定式化の検討

蓄熱・

蓄電

【蓄熱】①プログラム機能拡充：水蓄熱の追掛運転制御・負荷予測・冷暖モード切替機能の拡充、温度成層型蓄熱槽ロジックの

修正　氷蓄熱の計算改良・運転スケジュール設定の見直し　【蓄電】①プログラム開発：4種の制御法の計算を実装、多種の蓄電

池への対応検討、機械室への放熱考慮　②解説書の改訂　③改正省エネ基準対応ツールの検証

コジェネ

①計算モデルの整理：蒸気利用システムの還水タンク、蒸気発停コントローラー　②検証：発電機制御コントローラーの発電機

出力下限値以下での扱い、温水CGSの年間特性の検証　③改正省エネ基準対応ツールの検証：計算結果の妥当性の確認やASCADEⅢ

との比較、入力項目の検討
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ゾーン クラス名

ゾーン名

室名

天井高

床面積

床面高さ

クラス名

壁名

壁体構造名

外表面名

DSF最下階からの階数
壁面積

クラス名

窓名

外表面名

DSF最下階からの階数
窓面積

クラス名

窓名

一括仕様条件名

外表面名

窓面積

ライブラリ名

ガラスID
ガラス種類

ガラス厚

ブラインド種類

ブラインド操作法

ブラインドスケジュール

通気量

窓排気の回収率

AFW運転スケジュール
昼光

エアフロー

ウィンドウ

ダブルスキン

内側壁

ダブルスキン

内側窓

ダブルスキンファサード名

内側上部壁高さ

内側窓高さ

内側腰壁高さ

内窓面積率

グレーチングの出

吹抜け層数

非換気時隙間面積

換気タイプ

自然換気 換気口有効面積(上）

換気口面積(下）

換気口操作法

DSF空気上限温度

換気スケジュール

強制換気 導入空気タイプ

換気量

換気スケジュール

窓仕様 ライブラリ名

ガラスID

ガラス種類

ガラス厚

ブラインド種類

ブラインド操作法

ブラインドスケジュール

昼光 クラス名

一括仕様昼光条件

ダブルスキン

ファサード

建築基本 建築計算時間間隔

軒高

地表面反射率

外表面 外表面名

方位角

傾斜角

外部日除け名あるいは

ダブルスキンファサード名

壁体構造 地表面反射率

外部日除け

ダブルスキン

ファサード

(a)建築基本データの構成 

図図図図 1111    ダブルスキンダブルスキンダブルスキンダブルスキンファサードの計算機能を追加した建築ファサードの計算機能を追加した建築ファサードの計算機能を追加した建築ファサードの計算機能を追加した建築入力データ入力データ入力データ入力データ主要部主要部主要部主要部の構成の構成の構成の構成    

外壁

内壁

家具類

一般窓

すきま風

ゾーン間換気

照明

在室者

発熱機器

*A 

熱負荷要素 

データ 

*A 

(b)ゾーンデータの構成 

複数データ可

*1 ダブルスキンファサード（DSF）データは外部日

除けデータと並列な関係 

*2 DSF の場合、外表面データで、DSF 名を外部形状

名として指定する。各ゾーンのダブルスキンの

内側壁、内側窓データにおいて、該当する外表

面名が指定される 

*1 

*2 

*8 多層吹き抜け DSF の階を指

定すると階による性能の違

いを考慮、指定しないと平

均性能を仮定 

*2 

*8 

*3 非換気時の隙間は上下の換気口部分

に入力した有効面積があると想定 

*4 換気タイプは、非換気、自然換気、

強制換気の 3 種 

*5 換気口操作法は、①常時閉、②常時

開、③DSF 最上層上限温度(固定)で

判定、④DSF 最上層上限温度(スケジ

ュール)で判定、⑤開口率(スケジュ

ール)で設定 
*3 

*4 

*5 

換気タイプが自然換

気のときに設定 

換気タイプが強制換

気のときに設定 

*6 

*6 導入空気タイプ

は、外気か室空

気か 

*7 窓システム DB

のライブラリは

DSF と AFW 共通

に用意されてい

る。 

*9 AFW の排気を空調機に戻す

場合は、風量の回収率を

設定 

*2 

*8 

*9 

*7 
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